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～2024年 事業目標～

1．多職種向けACP研修を成功させ地域での定
着を促進する

２．在宅看護を実践する仲間と顔見知りの関係
を作る

３．地域との繋がりを作る
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◎「人生会議(ACP)」支援実践人材育成研修
開催日：10月5日(土)
場所：北斗会看護専門学校3階講堂
目標人数：50名
参加人数：４８名
講義(動画)の後、グループワーク
(ファシリテーター10名)
参加職種：
ケアマネジャー３３％、看護師３３％、
セラピスト１７％、介護士１１％、
事務職２％、社会福祉士２％、薬剤師２％

アンケート回収率：１００％
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【開催側から】

今年度の研修は多職種を対象に開催

グループワークでは関心高く取り組まれている姿が印象的

【アンケート結果】

・他職者の意見に気付きが多かった

・受講前後でACPのイメージが変わった ８７％

・サービス担当者会議にACPを交えていきたい

・多職種それぞれの視点と強みで利用者を支えていきたい

・受け身の攻めという言葉がすごく響いた

・ACPとは何なのかを考えた
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＜振り返り＞

・研修のタイムスケジュールをファシリテーターへ配布出来ていなかっ
た

・参加者名やグループ分けの一覧表をファシリテーターへ配布出来て
いなかった

・ギリギリまで募集人数に達しなかった

・ファシリテーター10名がなかなか決まらず焦ってしまった

＜課題＞

・準備物を揃えることで円滑に研修を進める

・協力ステーション等の力を借りて集客活動を早期に取り組む

・ファシリテーター、実践者の質の向上
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◎ワールドカフェ形式研修 かんごのおしごと

開催日：１１月9日(土) １３：００～１７：００自由参加

場所：地域共生センター３階

目標人数：50名 参加人数：１６名

受付時間を設けず自由参加

1時間毎にテーマの設定、グループ編成を行い全員と話ができるよう考え
た。

テーマ

①看護師の仕事をするうえで大切にしていること

②ストレスの発散方法

③在宅に関わる看護師同士が顔見知りになる方法

④職場で感じる世代間ギャップ

アーチ訪問看護ステーション



<参加者職種>

訪問看護85.7％ 通所系7.1％ 外来7.1％

<参加動機>

他事業所の話が聞いてみたかった

訪問看護ステーションと話がしてみたかった

<参加した感想>

研修ではなく気軽に参加できるのが良かった

ストレス発散になった

意見交換ができてよかった

＜今後参加したいと思う研修＞

ハラスメント

ワールドカフェ

具体的なケア

事例検討
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◎ 府民への相談支援事業
こんにちは訪問看護ステーションです

日時：10月27日(日)

これからも豊中でいきてゆくフェス

場所：豊中市岡町商店街

健康相談ブースを設けて

「こんなお悩み訪問看護にご相談ください！」

という作成したチラシを配布

参加者16名 チラシ配布数100枚
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フェスには老若男女多世代で集まっていた

訪問看護ステーションを知っている人、

知らない人とに分かれていた

訪問看護の利用はどの世代にも

関係があるため、

何かあった時に困らないよう

引き続き広報活動は必要である

また、住民と身近に接することができるため

今後の課題を調査する機会にもなり得ると考える
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◎訪問看護体験研修

・看護業務研修 ６件

新設訪問看護ステーション管理者１名

訪問看護に挑戦したい看護師３名

病院からの研修１名

在宅での医療行為を体験したい1名

・管理者研修 ３件

新設訪問看護ステーション管理者２名

今後訪問看護ステーション新設(管理者予定)希望者１名

アーチ訪問看護ステーション



◎電話FAX相談 Q&A事業

・相談実績 １０件

訪問看護実務内容 ２件

制度関係 ６件

請求関係 ２件

指示書関係 １件

医療・介護の同時改定の時期であり

相談は様々であった
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～地域における協力体制～
協力ステーション ４事業所

協力ナース １名

・協力ステーション・協力ナースについてどんな時に協力を依頼するべきか
わからない事が多い１年だった

・地域(ブロック)では教育ステーション経験の諸先輩方が細かく

声を掛けて下さり、悩みや不安を聞いて頂いた

・孤独にならないような支援を受け１年間の事業目標を達成できた

・今後の教育ステーション事業がブロック内で負担なく引継ぎできるよう取
り組む必要がある
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～目標の評価と今後の課題～

目標設定を基にできる限りの行動は行ったと思っていたが、振り返る
と計画から行動までの時間、実際を想定した準備など反省点の方が
多い。集客方法が一番課題となった。

協力ステーションや教育ステーション経験者はアナウンスの協力を得
ることができたが、教育ステーションの理解が浅いところはチラシを回
覧する程度にとどまっているようであった。

今回の目標の評価は次年度の課題として取り組んでいき、教育ス
テーションの担い手を増やしていきたい。

また、訪問看護・在宅看護を知ってもらい楽しさややりがいを発信す
ることで人出不足の問題解決への糸口となれたらと考える。
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